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チューリッヒ州のギ近自然河州工法まついて

北　山　研　二

　都審生活は一護できわめて便蕎である．それ

ゆえにだろうか，拡大することをやめない．し

かし，その反癒都議生落の犠盤の方も罷大して

きている。たとえば，耀がそうである．燐はい

っから上水道の入吟鷺であり，下水遠の畿舞に

なってしまったのだろうか．いっからごみ陰て

場になってしまったのだろうか．いっから濾立

つよう紅なったのだろうか。いっから水遊びの場

でも歎歩道でもなくな蓼，コンタ婆一トの塀やガ

ードレールで闘われて透寄馨難くなったのだろう

か．

　ク夢スチャン・ゲルディ，橿黎絡文共著ぎ近警

然湧鱗工法垂のレポート（嚢嚢本群学摂究辮，五

十綺町まちづく鞍シンぷの会発行1が譲介する海

燐改修法は，どこかに潰え去っていた溺の軽鉄な

水音や揺れ，る耀癒や纏勃の秀吟を辱び戻してくれ

る。近雍然溺緯工法で改修されたチュー夢ッヒ

（スイス〉の海綿がうらやましい。鄭毒はその気

になれば霧然（あるいは疑蝦轟然）を蘇生させる

こともできるらしい。藤布が葬った自然（あるい

は疑麟自然）とはどんなものか鷺てみたくなった。

さっそく福留鶴文氏（灘藤本科学醗究癒携長）と

コンタクトを取ることにした．ところが，なかな

か蕪まらない。一選鷺後にやっとのことでお諸

を舞うことができた．事遷凛然海湾至1二法要のレポ

ートの反響が大きく，講演，会議．糧察，助言等

で超多忙とのこと、ともあれ，篠留氏からゲルデ

ィ氏を紹介していただき現地撹察を申し込んでみ

た．なかなか韓程が決まらなかったぶ，暮本鐵1璽

前に珂とか決まった。しかし，轟々欝数驚しか鷺

係書類を読んでおらず，海癖改修現場も知らない

全くの素人の私紅どのような観察ができるだろう

か，少なからず不安だった。のちに縄親したこ

とであるが，ゲルディ氏は資本からの縫察懸が

多すぎるうえに，たった一…人の観察を讃しく思

い，当辮懸る予定だったようだ．ともあれ無料

で還二霧も鷺露も案内するのだから，尋常では

ない。そして，蕪本人の鋳鞍叡拾の．早いこと，

どこにでも集懸で移動することには驚かされ続

けているようだ．縄の汚染と浄姥に懸心を捲く

疑本人が多いというのはうれしいのだが‘r一最後

になってゲルディ氏は，近自然溝簿工法の堤場

を見ることの必要性とこちらの熱意を遷解され

て8擁下旬（ig§翌年〉に案内することを承知さ

れた。

鐙　鰻互浸透璽の承透鐸護湾撰改修建設離

　観察当嚢，チュ一群ッヒ州政磯建設局にゲルデ

ィ氏を訪ね露分ほど意発交換してから，ケラー元

課長補佐（退職されて饗蓬曝託で働いている／と

建設舗資料室ツェルッティ氏による案内によって

観察に鐵かけた．途中，撞当部燭の仕事の輻につ

いて質鷺したところ，水辺保護海鱒改修建設部の

麿機的緯織を説隣してくれた。建設部は8諜（ス

タッフ総数23暮火うち7馨人が外1藩む〉からなる．

つまり，海撰改修諜（大きな淳｝鱗握当〉，溝舞1維

持諜（中小渥鱗麺叢：再活性免1この諜の諜長ぶ

ゲルディ氏1，ただしプ饗ジェクトの修成や具体

的設計は外溢である），水辺・土地保護課（下水

甦蓬／，農業罷職過多監裡諜，上水・地下水諜，

水資源・エネルギー諜｛水力発電・経済馨的），
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ごみ麺礫諜，燃料タンク監旋諜（地響承の保護と

油による汚染鑑縫，地響承が地表透くを流れてい

るとき，特製受け襲の設置要求をする〉などであ

る．湾辮の改修と環籠採護に興する鰐慈が織癒し

ていることに驚かされる。しかも，水保護の政策

を効果的に推進するために，詩癖はすべて部課

鐵籔的な詳細な験討と議読を究めて部課内の意

見の一致と住浸の講意を得てから初めて雲行さ

れ，保護の内容の全資料は叡雛保管公開されて

おり　（プライヴァシーに絶する蔀分は絵磐），教

育縫孫にも積極的に参撫し（小学校から大学の

授業に至るまで参撫し，シンポジウムや講演を

実籍し〉，常時観察に嬉忘し，次盛代の建設局専

門家の養成も怠らないのである．縄ばりばか鯵主

張しがちなどこかの脅致当講には葺の痛セ嘱ことだ

ろう．

〔2｝窪然は嚢生する

　　㎜一鐸遠道驚騰の人工漉，ビュシー湖の場合

　チュージッヒ驚から欝分程度高速道露を走－）た

ところに，カモやオオバンが遊ぶ美しい地溝あっ

た．どこ鱒人工なのか分からないほど，自然な縫

である。さて，ケラー氏によると，このビュシー

瀕造成以繭喜ま，2っの小難が増水したときは，合

流点（現蓬の人二£縷の場謬警で氾濫した。そこで，

澄濫を紡鑑するために調査したところ，合流点に

最大総量7，欝継が流入し，流入量が3、7t／sで

あるのに対して，流欝量の方は至．6冒Sなので，

その差2．琶、！Sを心癖以躰に流さなければならな

いことが醤窮した。嬉策として，手前に土手（溝

や一と承選のための土手／があるので遊水港の造成

がよいとの結譲に達した。さっそく遊水纏が造成

された．嚢本なら駿気無いコンタ夢心ト製であろ

うが、もちろんそうではなく，透超然梅郷工法紅

基づいて行われた．ケラー氏は，新著な薪），ゲル

ディ氏が擁当課に来る以議ならばコンタ夢一トで

したよ」と墨塵に語ってくれた．しかも今では，

州政瞬ぶ近翕然縛摺工法寡外の湾燐や潮浴の改修

を認めていない，とのことである・この遊水縷に

流れ込む小辮には．高遠選諮からの流水鑛購いく

っか作られたが，濾水酪には，連邦法の高遠道繁

蔑定法によ吟オイル分離器が設置された。環境保

護の法律の多いこと．感心するどころか，馨本の

ことを聞か轟ないかとひやひやするやら，聡ずか

しいやらで落ちつかなかった．藤本藪どの経済大

露にして，大欝模な圭木工事に関する藻境保護致

策解ないのはどうしてか……？　さて，心癖の流

水量がi．6t緯までは、蔑遠遊露の下のパイプを

通って，プラット鱗に流れ込むが，i．6翻Sを越

えると超遷1承は遊水漣に入る．講査によると，

董．6翻S以下の簸携の水は汚れてお蓼，それを越

えるころに承はきれいになる，という．したがっ

て，通常はこの遊水池は景観や察然様護藻として

しか機寵していない。しかし，それにしても美し

い．かつては2本の小樽でしがなかったらしい

が，イ今・では水生槌彰撃と水鳥の宝庫なのである（写

真D。水生纏勤は鱗から流れてきたのではない

か，という。そして造綾一一一年後にして，カモが飛

来し，飛べないオオバンすら来ている。これは，

轟然は人聞が作るのではなく，チャンスが与えら

れれば康生する軽綱であろう．どユシー湖は，今

では褻然保養地に指定され，高遠道驚利聖者や

透隣地琶住践の保養地であるだけでなく，エコ

農ジストや多くの露民に数遍され，鰹め改修訪

露申の灘灘のモデルとなっている。ところで，

近轟然海緯工法は建設費は安いぶ，維詩管理に

手簡ぶかかる．定期的な草露簿をするだけでな

く，鎗～鎗牛後には漉澱勃除去のために浚渫さえ

しな謬ればならないからである。しかし，この程

穫の維持管理なら喜んでできるのではないだろう

か。

！31マスは澄んだ鱗にしか縷まない

　　　　爽禽沿い魯■と地霧羅．レピュッシ黒蟻鈴場合

　どユシー湖を後にすること露分，ビルメンスド

ルフのレヒ。ユッシュ擁にかかる橋にi舞う善，棲llこ

立つと，いきなり質薦さオ％た。嬌の．鉦流と一F漢iの

どちらが選良然辮鱗£法で酸修さ轟た方だと悪い

ますか．■数流慧少し鱗が蛇行し，纏勃が生い茂〆）

ている（耳糞2）。下流は藏線的な縦で■1二手が幾韓
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学的な斜面をなし，纏鉢されたらしい木々が連なっ

て散歩するの1こいい感じだ．ちょっと箆たところで

は，下流がそうなのかと懇ってしまう（写真3〉．も

ちろん，■と流がそうなのである。ここらへんは，

欝餐年に直線の鱗に鍍修された。そして，上流だけ

近自然海輝1£法に遍い考えで再改修されたという．

上流で纏勃ぶ生い茂っているのは，手鼓きのためな

のである．以前は流水量確鍛」）ため牽躍むをしてい

たが，今織流水のための懸藏積が十分であることが

分か静，草縄嚇ま翫めて，代わ絵に鍵旅に蕎を入れ・

て自然な状懸を搾馨饒している、下漉の方は，予定

されている高速道諮完滅後に具体的欝嚢を立てると

いう．さて．鱗は3遷震講が降っていないため下水

魑礫場の水が大部分なのであるが，どうしてどうし

て澄んでいるではないか（耳糞嚇。澄んだ鱗に

しか凄まないはずのマスが多く見えるではないか、

もちろん，芙然ものである．すごい。スイスの下

水甦遅場はどうなっているのだろうか．耀を近く

から見るために．上流に少し移動すると，麟岸の

講こうに近代的な建勃が見えた．難くところによ

ると，軍事施設である。以糞書は憲内にあったが，

土地が州政癖醗有であるここに移転してきた．ゲ

ルディさんは，講じ州政癖の土地であるならば，

湾辮改修のため1こ一一蔀を海辮稽に買叡できないか

誘籍したところ，う豪く進展したので，さっそく

逓藤然薄絹工法の改修を実行した（覚役人とはい

え蕉謹なケラー氏蕃書うには，軍が役に立った維

一の弼とか〉。まず，流水量拡大つま静簸面積鉱

夫のため1こ二1と砂を運び鐡して詩嚢最大流水量に麟

える水深を確深し，直線の燐を良然な蛇行の騰紅

戻し，海岸は纏生護岸にして，魚や鳥の調査に灘

え（継続的調査の結果，魚は種類も量も鬱し，鳥

は水鶏が戻箏，絶滅骨離のアイスホーゲルも確認

された），地質学的講査も待った．地質学的講糞

の緩果，今はハスが警生している池のところには，

かつての燐が流れていたことが判明したので，遣

い将来鰐をそこに蛇行させるという。詩嚢はほと

んど公醸していて，この謙遜1こはエコ凝ジストが

反薄しているが，裁麟してでも震行ずる決意だと

いう．今はなかなかかわいい純なのだから，それ

はそ轟でいいではないか．弩然なので鉱ないかと

憩うのだが，近露熱海辮工法の考え方には反する

らしい。さらに上藏に移動した。養蚕あちこちに

転がっていてまったく農然に疑えた越，大きな石

は球壷めとして埋め込んだという。ここの下水麺

糶場は農業籠料までは線去していないので，承は

栄養豊霧になむ捷鞠の成長をいちじるしく促進し

てしまうため．下水甦蓬水と繕の承が合漉するこ

こでは葦趨吟をしている（写婁§）．もっとも．纏

勃は灘沫をしっか蓼させ，承の流れのスピードを

緩秘するので，寒害防蕊になる．そのため槌林に

は十分な醍癒が必要である。ここではヤナギが十

分成長してから，ハンの本を纏える予定だという、

韓／　近盤熱海辮工法繕露然な紛か，現幾鎗な禽か

　ケラー氏は近§熱海鱗工法を手掛けてその長瞬

短漸も知馨尽くしている。質翼に馨吝してく齧る。

その欠点は，改修直後の堰塞に弱く，とくに植生

抹護岸は2年閥隷襲いので，つねに水量状態を見

ては石やコンタ琴一トを入れなければならないな

ど，覆鴬的仕事潜多いことだ、しかし，これは周

遊猛疑に納得してもらっているという。もともと，

チュー夢ッヒ据は人貸密度が高く家が多く，農地

は驚料を大量に綾罵するため土地が緩くて，薦量

の多いこの地方では溝鱗の塔水解多くしかも水の

経れが遠いために，水害が多い。これに端して透

轟然海稽工法は水害の騎量にな鯵，動麺勃の縷む

瞬・人聞の意う瀦こなることだ．これがその長訴

である。（簿83年i（｝鴛7騨季こは，r．入閥，動勃，纏

梅の共羅空幾を積極的に保護し，また負麺を与え

る瞬発から守吟，大難の豊かさを守るまという饗

境保護法が施行された．鑓誰然溝辮工法癖のレ

ポート欝．蓬31．逓警然溜辮工法では，完綾はない．

改修済みの湾鱗といえども，第二次，第E次の改

修作業が必要である．おそらく，海韓改修を事驚

的行政と考えていたら，気長に改修することなど

とてもできな疑だろう．溝鱗を愛すればこそでき

るので歩まなかろうか。

　ところで，近翕然演鱗工法の中心は纏生による

護岸であるが，この護岸法自体は決して新しいこ

とではない．昔から，雪嶺や地滑警訪丘のために
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稽いられてきた．逗衰然海辮工法の新しさは，水

生力学的・生駒学的・景観的調査や護岸工法に現

代的な手法を聡いていることにある（これはあと

で確認する〉。この工法は環境保護を最優先し護

岸工法としても勃果的ではあるが，この工法によ

る改修率はおおむね7～8％であるという．糖密

な調査，プ買ジェクト・チームのスタッフ（±本

工学，生物保護，景観保護の各スタッフ〉の合意

形成，盤渓の合意形成，予算請求，土地買叡，工

事などの手瀬を経なければならないからである．

ケラー氏炉言うには，敵絃まず部内にいる。そし

て，盤蔑説得1こはたいへんなエネルギーがいる．

たとえば，ある材ではi．2蝕の高遠道整の建長に

聡して，合意を得るために藻箋アセスメントと建

民投票を5回繰む返してすでに工費と翼じ54憶霧

が投じられたが，いまだ難i長されていないという。

住民が納得しなければ無濡の長勃というわけだ。

貯水だったらどうだろうか。税金の無駐づかいと

害われるだけだろう、

（箏　洪承麟策工事のために遺鋳鍔嚢一マ矯縁取謬壊しか

　　一　ロアバスのテス燐の場合

　β一マ橋遍くのホテルや民家は頻繁に洪水にあ

った．通常は毎秒数トンの水量ぶ，洪水時には最

大で毎秒嘆鎗トンになるという。灘群蕪以ま二に塔水

するわけである。ローマ橋を取鯵壊して．編底を

撮磐下げるの潜一番手っ取鯵畢いが建民が納得し

ないし，スタッフも劔めからその気はなかった。

調査の結集，上流にある矯春年麟のダムはダム底

ぶ高く役ξこ立たないので鍛吟壊し，燐底を2搬撮

り下げることにしたが，ローマ矯の下は撮箏下げ

ら轟な》、ので，　3段妥こ分けた段差（落差工）　を維

む（7翫搬まではマスぶ飛び圭がれるから．そして

段の垂嚢：面尋こは，洪水時に魚潜逃げられ、るように

穴をたくさん灘診た／，さらに段差を3段に分浮た

ことによって水の抵銃が拡大するので．嚢岸をコン

タ夢一ト，練鞍石，植栽で強脱した（耳糞唇〉．下流

の蛇行地点では，侵食が難しいので，董謹岩を敷設

し，さらにその下流には（魚にとってもよい〉大

きな練離石を設置した。難行地点の反蝿｛懇ま纏生

護岸工事を行った。かってなら，率然と葺ンク婆

一ト護鬱したことだろう，とケラー氏は言う。も

っとも，この護岸工事が完成するまでに洪水があ

り，蔀分的に蕎が漉されたが，スタッフも佐野も

納得づくだったという。これくらいおおらかであ

れ，ぱ，遷想的な｛重事ができると思う。

　瞬じ鷺アバス村で透鬱然湾鱗工法ではない溝撰

改修｛舞を見ることぶできた。土地の買駿がうまく

いかず，コンタ聾一トと練礬石だけのものだった．

少しでも土地があれば，練静石とヤナギだけでで

も編とかなるとのことだった．実際そ蕊だけで2

度の洪水を乗吟窺った糎もあるという．ともあれ，

返§然海辮工法に園建工法はない．現場の状濁に

合わせて選探し必要度に見合った計霞を立て，工

事後も2醗3麟と改修を繰鯵返すという。糊の性

質を知磐上手につき合うことが近露然海鱗工法な

のである。一躍の工事で欝奪年持たせるなどとば

かげたことは考えない方がいいようだ．

　無理を言ったところ，ロアバス轍こ隣接する金

属下水麺理場を見ることができた．5っの村のた

めの施設である．家庭離水はここを経て脚こ流さ

れる。沈澱，バクテサア，鯵ん酸，フィルターの

違次麺蓬まで行っているとのこと．しかし，汚染

の程度によ警5次まで蕎う麺獲i場もあるようだ。

もっとも，なんでもかんでも下水麺遜場に漉し込

めばよいとは懇っていないようだ。雨水は二とに返

すよう努め，麺勃の保水量を増やすため，段板に

も小石や土を入れて植勅畜成に努めているという

のである。

麟　滝の崩壊は震い止められるか

　　一…ヴィンター・ヴィルフ賛ンゲン，

　　　　ハノレト，テス購の滝の場合

　ここの滝は，繕岸も含めて毎年5§億程度ずつ優

食されて後退していた．その証鑓にいくつもの段

差ぶ確認された。このまま敏撰すれば，雄牛後に

は全癒嶺壊すると予想され，た．この簸、燕には一定

の高さを保っためにダムなどが必要なので，なん

とか自壊梓編を食い読めたいとして，当携はコン

タ夢心ト3簾工事が謎藩された。しかし．ゲルデ
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チュ一華ッヒ穫の「透繧熱演饗工i法ヨについて （8脇

イ氏の提案により遷1自然書薯鰐■1法垂こ変更されたの

である．まず，燐底に重い濠．鐙めを設覆し，雄岸

にはそぎを積み、鉦をず，養と石の闘暮こは審占桑塗の高》、人

工樹鋲を入れさらにモルタルを塗った（写真乃。

ここでコンタ！ナートを繕いると冬には凍結して農壌

鐸灘を簾速してしまう。これだけで8年は維欝でき

る．しかし，ダムの常として2．3年で淀澱勅がた

まってし塞うので，浚渫しなければならない．擁つ

ぼの方は深く魚ぶ多いので，これも講穣の延礫を

施した。堰水時には魚の選げ場になるからである．

溝にはマスのために魚道を設置した．水量が少な

いときのためである。魚道は人工樹籍と練修養の

渡金である．この滝の改修倒は群学妓籍の進歩に

負うところ大である。近爵然渥辮工法は科学妓籍

なくしてはありえない．やみくもに自然保護を瞬

ぶようなエコロジストとは一一線を麟しているよう

だ．ところ麟，科学妓籍の慈罵に鋳籍しないのに，

実蝶の作業はあま蓼科学的ではない．談議羅なる

ものぶないのである．堤場に壌海き，フ夢心ハン

ドの纒懸片手に建設握当者と議し合い，実際の改

修法を決める．しかし，飽の溝鐸1改修建設法より

優れていることが必ず護瞬できるという。たぶん，

われわれのテクノロジーはそれに答えられるほど

柔軟になったのだろう．

鱗魚も楽ではない

　　…一ネフテンバッハ．ネフ鰐の場合

　この辮はかつては農業難癖承地の灘地帯を流れ

る小鰭だった。ヴンタートゥール町の衛生都市が

ここまで延長され，るはずだったので，水理工学的

に厳しい工法で燐底まで舗装してしまったが，麺

長計露は中豊になったため人工集中は3分のiで

済み，農地酸修ができ，海鱗改修（蓉鑑嚢？〉のた

めの藪癒積を大きくとることができた．最大塔

水時，75貿sだった。そ蕊でも土手下5鞠灘のと

ころまでしか上昇しなかった。…次改修（簿72一

欝73〉で燐らしい芦終こなった1。二次改修韓g83〉

では，木以外の機入綴鐵はせず，瞭重め薦の石は

繕の中を移動しただけである。上流では地下水が

流入しているので，農業難癖水とはヨンク夢一ト

で庭慰していたが．水質が嚢蜂化したため．分離

コンタ婆一トの撤去を検i講中という。とは疑え，

今では下水遙遷水より農業絹群氷の方が心醍だと

いう。現在この灘透の農地で慧，貌牛の生産量を

上げるためにク葺一バ～とトウモ灘コシだけを栽

培しているため，とくに後者のために建学驚料を

大量1こ耀いているからである。

　さて．堤窪は勧纏勧の生慈調査を行っていると

ころだが，たとえば電気シ遷ックを与えて魚を浮

き上がらせて調査したところ，ブラウントラウト

はiアール当たり33藻で，5欝紅増えている．マ

スの2倍はいた。

　一…次酸修済みの上流（写真勧と二次改修済み

の下流（耳糞§〉の境§に立ったとき，おもしろ

いことに気づいた。、ヒ流は全体的にゆった修して

いて，燐の蛇行の翼合も箱庭暴であった，なんと，

ゲルディ氏の失敬搾だという。破からここは見せ

ないよう言われていたのだが，敢えて見せたかっ

たと，ケラー氏は笑顔で言う。こちらの方が撥物

の旋長が遅く，燐の流れも緩いので魚が績みやす

いのだが，轟然な感じではないことからいずれ改

修されるという．電気シ3ックでしびれ改修で移

動させられ，る魚も楽ではないようだ。ここ1はこの

ままで》噺・のではないか，と思うのだが。いった

い婁然らしさという概念は穆なのだろうか。

！8／　±地墨こ余繕がないとき，玉鬘濤然薄舞1工法舞：どうなるか

　　一一一マルターレン村の場合

　かつてマルターレン村（入舞約i灘§入〉では，．と

流に水源が多いために洪水が頻発して静た、透く

に大きな自重彗車道蒙各藩監建設されてオ玉らとくに洪水

の発生聾数が培えたこともあって，本来は村が麹

当する小海鱗の改修でも，チュー夢ッヒ州解これ

を弱き受け改修講睡を立案した．しかし，織薩影

状が高い擁壁を持った台形で，景観を無視したこ

の謙藤案は季重に捲否された。その後さまざまな誹

醸と環境講鞍テストが提出され現在のような改修

となった。メーダ一瞬の上水華小量無辺について，

ゲルディ氏のチーム（土木妓籍者，生物学者，景

観工学音／は増水量の譜算と懸策，村の景色との
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講撫を前握にしながら，家が建て込んで熱るため

に自縷になる土地がほとんんどないので斜懸の小

燐ではなく薦害勢式の辮にして，増水時にはすぐ

脇のバイパス・導水トンネルに遜鶏分を流すこと

に成訪した（耳糞鐙／．さらに灘年に一慶の大綬

摸堰塞にも羅えられるように、駈流紅洪水調籔池を

造成するだけでなく　（寝荏でも，そこは窪地なの

でと隣あえず中小洪水講無縫になっている／，下

流で嚢接ライン鱗に遍灘分を流せるバイパスを計

癒しているという．もう一つの支濠アビスト繕で

は，撮地帯に，繧斜率を考えて旅産めを入れ緯線

の安定のために砂舞を敷いた．しかも，外カーブ

には練鯵石を入れ，内カーブは擁生護岸とした．

また，家の密集地では，美しい家塾みを保存する

方式として，家饗1の護岸は練礬石に圭を入れ纏生

護岸とした（5年後1こは纏勤は繁茂する〉（写真

豊賛．対岸は低木の纏生護岸とした．これで，鎗

年に一一凄の洪水にも，薩が冠水する程穫で醗えら

為るはずである．しかも，数年後にはバイパスは

完成するのでその心醗もいずれ消える．

　メーダー燐とアビスト撰が合流してヴィルト緯

になるが，そのヴィルト購の下水薫小躍は．藤麿

煮から十分なま1地を買駿できず，籔藤積を広げる

ために，灘底を旛蓼下げた．筆承事掛盤纒隷練瞬

萎を積み，婦岸は公道なので若干頃と辱があるた

めゆった修した斜癒状の埴生護岸とした．簿度か

洪水に襲われたが，麟えら蕊た。今後，小動勃の

ための茂みを搾るという。

（響　欝も先後還鯵する

　　一『トゥアー燐の大改修の場合

　トゥアー鱗の箆学は，われわれのためにこの河

海改修の総揚監督のニキティン氏ぶ畷き受1ナてく

れた。チェ灘人の彼は，憾8年のチェ慧巍巍のと

きスイス紅旅行．していたためそのままスイスに残

って現姦に至っているという．い崖では，チェコ

から海鱗改修握盛者がチェ凝議の分かる綾のとこ

ろに艶学にくると》・う．歴史の皮瞬だろう。さて，

トゥアーメllは洪水が多くその分だけ土砂も多く運

ばれてくる．これも震央かもしれな》、のだが，上

流はかつてダムが淡壊したため鱗の改修をすばや

くできたのだが，ここでは土砂渉堆積する一方で

あった．三年象こ3万獅である。また，上流で夕立

があ轟ぱ水館隷2灘．とがる。そこで梅遙長い区間

の緯底をi騰勢偲撮穆下げた．そして外カーブに

は現荻練蓼石’と灘ンク婆一トの護岸が行われてい

るが．これちを線去して蕪生護岸にする．岸には

水麟を設置した．内カーブには現在羅文なポプラ

とモミの水解生えて憩いの場になっているが，こ

れを伐採し，かつての湿地帯に蔑す予定だという

（写糞垂の。調査の末，ポプラもモミもこの地駿

に生えているのは不警然であ琴，たぶん誰かが無

計灘に縫えてしまったらしいという結論になった．

本来ここは邊地帯だったのだからそうすべきであ

るというのである。なんだか．もったいない気がす

る。ネフ鱗の場合は，濃匙帯だったところに櫨馨

したではないか．木の種類が違うということだろ

うか．少し’む醗だ。難しいところだ。ともかく，

ここは湿雛帯に戻すため蓄こエコロジストと裁甥で

争い勝ったという．　しかし，こうした琢i想主義的

縫然主義」は都毒文乾を否定することにな吟は

しないだろうか。さらに，ここよ鯵少し一と縫では

かっての辮の蛇行（緯旅／跡が発見されたので，

騰の流れをそちらに澄すべく改修修業申であった。

　ところ解，この改修窪業準に葺シが甕生してい

る湿縫帯にさらに幾なト亨ア一揖鋳を擁轡起こし

たので，そこに小難を流し込み，農業欝水を入れな

いように讃覆したという．ここでは農業礬水に鰐す

る監籠が厳しい．かつては下水麺糶場で3次越獲ま

でした甦遷水は土管を遜じて直接トゥアー癖に流

し込んでいたのだが，今は第婆吹越饗（フィルタ

ー縫獺〉まで宥ってから敬承している．今はその

効柔のほどを講1査している．ところで，ここを疑

学して》・るとき，ケラー氏はこの小さな小鰭から

ポンプで農業驚激水のための承を澱み、1二げている

墾場をみるや，虚構をかえて叢んでいった．農業

といえども勝手に承を獲ってはい酵ないのだそう

だ。綾縁，このポンプは許弩を得ていないことが

讐隣して，被は撰然としていた。退職したとはい

え，絹を愛する気持ち1こ愛翫はないようだ。とも

かく、今繕の箆学案内は無嚢なので頭が下が吟っ

■一
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チューiヌッヒ擁のヂ透雑然溺幾工法まにつ㌢、て （8警）

ぱなしであるのだが，こうした場簸1をみるにつけ，

逓轟然藩｝鱗工法は職務で選んだというよ警よくよ

く燐を愛すればこそなのだと、懸った・

　ニキティン氏の案内で，今度は少し下流の水麟

の矢数擁を見た。ここの水趨は綾らの発想ではな

く，エコ窟ジストのものだという．ここは，毎年

2，3度水没するところなのだが，エコβジスト

があんま馨しつこく承麟を入れろ入れろと疑うの

で，ものは試しと韓1かむに実施したら．すべて土

砂で埋まってしまったそうだ。甫民の要請で試し

にやってみるというのはたいへんな余総である。

今は，土砂の堆積鋳蓋のためにアシを定期的に燐

っている。つぎに，麟果的な水鱗設置の饗場を見

た。かつてはコンタ讐一トの水飜だったが，いま

は2，3トンの練穆養の積み重ねである．そして，

承の瀧れを内綴に癖謬るために承麟鍮かならず鰐

ま憾こ誇蓑ラなけれ濠まいけな勧・．さもないと，水は外

へ躰へと流れてしまい，水麟の意喋がなくなる。

水解内翻に流れれ，ぱ渡れるほど，魚は流されない

し，ぎ一トもそうである．至れ諺尽くせむである。

鱒ヘド鑓の湾といえども諦めてはいけない

　　…一一シャンツェングラーベンの鍛運演の場合

　癌留氏から是葬見るとよいと震われたシャンツ

ェングラーベンの鵜運海を見ることにした．これ

は，ヘド・の堆積した騰籔海を透自然工法によっ

て養しい遠海に復活した現場である．残念ながら，

今度は案内する人隷いない．この運海の入り羅は，

チーユ婆ッヒ車曳潔から遠くない．いわば，講街

地の運溝である。誘の脇の購段を降捗ると，驚く

なかれ，羅こ入ってきたのは清流で絃ないか．ど

こにヘド獄があったのだろうか．魚影も確認でき

る。しかし，や鍾穆ここは欝然な小編と疑うわけ

にはいかない．三面とも石である。とはいえ灘ン

ク穿一トでないためか，それともどルの建ち壷ぶ

藁街地であるためか，それほど達識感はない．む

しろ，いかにも都会に纏つかわしいオアシスとい

ってもいい（写真至3〉、しかし，どこが近窪然工法

なのだろうか。チュー鐸ッヒ瀧に晦かって運講淡い

を歩く。運海の爾綴は水酸よ鯵少し高いところに畿

歩道が（もちろん，石製である力業）俸られている．と

きどき疑れて，毒街地と霧じ轟さの舘1遂紅連轟蔑さ

れるが．突然．膿下にプール潜広解る。遠海を堰

藍めているようだ。年輩の男性潜泳いでいた。し

かし，コンタ夢一トでできたプールと違って，底

の方は水草が生えているようだ．たぶん購を堰歪

めたのだろう．プールを遍ぎると，停泊する多数

の小型ヨットが見えた。かな箏の数だ．先舞チュ

ー夢ッヒ湖を譲歩したときヨットハーバーは箆か

けなかったので，ここがヨットの墓地になってい

るようだ。水葦の成長もすごい。モーター選一ト

ではスク夢ユーに葦が絡んでちょっと移翳しにく

いのではないだろうか．とはいえ，承は縮変わら

ず汚れていない。透瞬痩藩落ちているのは水華と

深さのためだろう。さらに下ると，漁獲濡の纏を

矯の．とから投げては捕獲した魚を承に戻している

2人に鐵会った．葦穂をしているんですか窪と驚

くと，rめずらしい魚を探しているんだ達と書っ

て，矯の下の水槽らしきものを蚤さした。なるほ

ど．この水楼はこの運瀦の水族館なのだ．おおよ

そ，鰺数種類くらいだろうか．譲歩蓄に見てもら

おうということらしい。　馨本ならすぐになになに

承該館となって，入場料を取られてしまうところ

だ。ここらへんから辮纒も広くな鯵、カモやハク

チョウが多くなった。そして，チュー婆ッヒ瀧だ．

鯵　越生護岸こそ憩い紛場となる

　　…一一チュージッヒ湖岸の近翕然工法の場合

　今度は離岸の透自然工法改修擁である．まずは，

かつては工場や荷役購の岸壁だったという全癒葺

ンク婆一ト製の散歩道だ．縁本でもよくある離岸

だ。少し抹もうと悪って，堤防の上に蟻になった

ところ，ポケットからコインが湖に落ちてしまっ

た。湖の底を見ると，そのコインがよく疑えるで

はないか．透鞘痩慧かな鞍高いこと解分かった．

また，しばらく鴛くと，岸壁給い紅かな警のごみが

淀んでいたので，こういうところは糧界中変わらな

いなあ，写真でも撮っておこうと思っているうち

に，一艘の舟ぶ選書ってきた．そして，先に金網

をつけた長い構がするすると紳びて・ごみをみん
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な拾って待ってしまった。ほんの一，二分のこと

である．そういえば，この手の舟形頻繁に行き交

っていた。チューリッヒ湖はこうやって汚れを紡

止しているのだ。なんという気醍り．

　ここを遍ぎると，大きな樹木など縁の多い公鑛

になる。芝生のあちこちにシートを敷いて馨光浴

をする承着の男女が見える。湖岸は，水藤までコ

ンタ婆一トを縫わず，大小の石が熱然な感じで醗

置されている（写真至4）。今年は雨量鮮少なく，チュ

ー夢ッヒ湖の水面も例年になく難いようだが（あち

こち紅，水草のへば静ついた署が露鐵しているか

らだ〉，決して汚れているという醸象は受けない．

泳いでいる人はそう多くない解，気持ち良さそう

だ。湖水に手を入れてみると，水温は織構低いこ

とぶ分かる。公爵はいつまでも続く。やがて，嚢

陰の多いところに患た。昼時なので，渥外の岸辺

までテーブルを置いているセルフサーヴィスのレ

ストランに入る。毒疑もここがお気に入警らしく，

すぐに満篤になった。窪然な水透を満喫している

ようだった。食事をゆつく鯵とってから，もう少

し歩いた。昨夜の音楽フェスティヴァルの後片付

けらしきことをしているグループが朧ただしく動

き掻っていた、灘鐸でのフェスティヴァノレもなか

なかではないかな．近轟然工法ではないが，続い

て，観光船の桟橋，湖に迫撃鐡したレストラン，

マ夢心ナ，京洛場などがあった．市民は灘となか

よく暮らしているように見えた。

麟　近§然溝撰工法は霞然と都毒の換壌である

　近露然工法は，単なる海簿改修法とは思えない．

この工法だけを舞本に導入するのはかなむ難しい

だろう。もし導入できても，それは嚢本的な透自

然工法になっているだろう．透轟然工法は，齊洋

文鱗そしてスイス霞身が培ってきた轟然観に密養

しているだけでなく，スイス露有の独立・震治騨

争で勝ち鍛ってきた§分たちの政治・行敢に薄し

て抱く参撫権利意識あるいは政治・行致からの独

立§治意識に裏打ちされているからである。ここ

でいう翕然観とは，多選ま轟然という善い方によ

く現われている。確かに，一度失われた甕然と》・

えども，騒復する条紳を与えてやれば縮然」は

自生する。しかし，この糠然墨は欝然ではなく，

近馨然なのである。西洋文瞬は衰然を破壊しこれ

を叡奪するこ1とで，あるいは霧然を毎澱すること

で罫発展重してきたのである。しかし，人聞麟サ

イぷ一グではなく轟然であ穆文鱗であるかぎ瞬．

轟然から完全に独立して生きてはいけない．察然

を破壊（笹騒〉することにその自己霧的摂ある文

購，その当の文瞬によって轟然を豪た手元に手繰

離寄せなければならないのである．したがって，

この罫轟然まは欝然で嫁なく，透磨然なのである．

しかも，この轟然とは適当に磨生する轟然ではな

く，文覇窪身が作箏、暴ずた翕然という概念に適し

た自然なのである．農然とはこんなものだという

イメージな鯵機念な穆を持っていて，そうした轟

然に透づけるためにつねに監視しつづけ管遷する

からである。たとえば，改修した燐の近く，今は

ハスの生えている縫にかつての小鱗の跡を発見し

たので，この漉を潰して小鰭にするという発想

摂そうである。あるいは，生態系として下露然な

樹木を鬱鬱麟すという発想がそうである。とはい

え，インチキな講本を縫え芝生を纏え込んではい

かさまの轟然を喰然，自然」と大声でわめくよ

りもはるかに誠実であり，自然と文明の狭開で弱

々しく揺れ動く人聞を見据えて，露身の歴史に根

ざした蓄実な懇懇であろう。ところで，スイス瞬

有の独立・霞治縫争で勝ち取ってきた衰分たちの

政治・行政に蝿して捲く参撫権稀意識あるいは政

治・行政からの独立磨治意識み方であるが，馨本

にはそれに権当するものが見あたらない．スイス

は数量紀にわたる独立・霞治震争の遍程で，窪民

は政治や行政に韓してつねに参撫していなくては

あるいは監擬していなくては不利な事態が生じる，

あるいは暴走してしまうことを知った。そのため，

重要な政策にはレフェランダムによって，注疑が

必要と認めた法案にはイニシアティヴによって，

住民投票決定をしている。すでに鋳を挙げたが，

わずか至．2醜の高速遜蕗の延長に臠して，合意を

得るために藏境アセスメントと豊野蒙票を5璽繰

吟返してすでに工費と講じ騒億響が投じられたが，

いまだ建長されていないというのである。これが
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スイスなのである。確かに，全般的にスイス人は

やや保守的である。しかし，政治史や法鱗史を見

れぱ分かるように，ひとたび新しいことに臨め

ば金も人も惜しげなく投入するほど大腿である。

小金をばらまくことは決してしないが，納得でき

ることには積極的であ吟，寛容である。たとえば，

親水政策として，あるいは当然の親水習優として，

転落や溺死のおそれのあるところでも，おおげさ

な撚は設けていない。もし転落事故や溺死事故が

あっても，それは本人の責任であって，行政の管

理責任ではないというのである．管遷とは非人閥

的な譲渡が行うのではなく，人聞オミ纒入の責任で

行うものなのだ。行敢に管遷権を委ねてはいけな

い。ひとたびそうすれば，行政は藤畷もなく身の

暴磐を管瑳することになるだろう。馨本人には耳

（8？3／

の痛い謡だろう。近霧然工法には，それを生み鐵

す背景と受け入れる下地解あるのである。それゆ

え，工法だけ受け入れても決して長続きしないよ

うな気がする．

　逓鬱然工法はまた，水がきわめて従順であるが，

購時にきわめて顧化しにくいことも教えてくれる．

言うまでもなく，水の径殿は都議の存立にかかわ

る。水拠なくなれば，都驚は崩壊する．水が多す

ぎても，都南は破壊される。また・都畜は膨張す

ればするほど瞭然まを欲求する。しかし，都議

は自然を馨れない。轟然を俸れるのは水なのであ

る．たぶん，人驚が自然であり文明である以上に

水は自然と文闘であ鯵，またそれらの醗達人なの

だろう。
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